
脱石油化学産業 森林化学産業

• 日本の国土の7割は森林。その内4割は杉,ヒノキなどの人工林。但し杉,ヒノキは実がならないので、
そうした森は栄養を川や海に流し込む力も弱い。よって海ではアサリやカキなど貝類が育ちにくく、
植物プランクトンも少なく、小魚が減り、大きな魚も減る。CO2増加の要因でもある。

• 山林を手入れして、山の土地質を改善し広葉樹に植え替える。伐採した木から採れる木材を紙やプ
ラスチックなどの化学製品にする。

• バイオマスバリューチェーン構想：

木材を化学合成で液化させて石油などの代替にすることで、森林保全と経済活動を同時に進めてい

く脱石油化学の循環型社会創造。

• 具体的には①パルプをセルロースに、②更に分解してグルコース(ブドウ糖)に、③ブドウ糖を発酵
させてエタノール(C2H6O)に、④エタノールから水(H2O)を取るとエチレン(C2H4)に、⑤このエチ
レンを何百個、何千個と繋げるとレジ袋などに使われるポリエチレンに、⑥これを4～10個くらい
繋げるとサフ(Sustainable Aviation Fuel; 航空燃料)に。

・ 樹皮に鉄触媒と酸化剤を混ぜて攪拌すると液体が採れる(腐植酸)。この腐植酸を山に戻すと山の木

が青々としてくる。(バイオスティミュラント)
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